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注意
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仕様

最大光量 1200 ルーメン

水中照射角 約 60°（ワイド光、EF モード）／約 90°（レッド光）

光量調節 ワイド光（3 段階調光／ EF モード 2 段階調光）／レッド光（2 段階調光）

色温度 5500K

最大光量時連続点灯時間 150 分（ワイド光、セーフティモード 10 分点灯含）／ 400 分（レッド光）

最大光量時瞬間光照射回数 5000 回（照射回数は通常点灯状態の光量や待機時間によって異なります）

陸上点灯可否 不可

充電時間 5 時間

付属バッテリー容量 5000mAh

本体材質 耐腐食アルミ合金

耐圧水深 100m

サイズ φ 34 x L148mm

陸上重量 195g

水中重量 115g

付属品 21700 Li-ion バッテリー、バッテリーチャージャー、USB AC アダプター、USB ケー
ブル II、YS アダプター、ヘッドラバーバンド（レッド・パープル）、スペア O リ
ング、O リングリムーバー、O リンググリス、リストランヤード
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各部名称

電源／調光ボタン

EF センサーコネクター

ライトヘッド

白色光 LEDx1（単一面発光方式）

内蔵 LED

ライト本体

レッド光 LEDx2

内蔵 LED表示



7

使用方法

YS アダプター

●濡れた手や濡れた環境での作業は、感電や破損のおそれがありますので、絶対におやめく
ださい。

●リアボディを閉める前には、必ず O リングや O リング溝、O リング当たり面にゴミや砂な
どが付着していないことを確認し、O リングのグリスアップを実施してください。

●バッテリーを取り出す際は、落下にご注意ください。バッテリーの破損だけでなく、ケガ
などにつながるおそれがあります。

注意
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●バッテリーやチャージャーが熱を持つことがありますので、絶対に紙や絨毯など燃えやす
い物の上で充電しないでください。

●ケーブルを束ねた状態で充電すると発熱で火災の原因になるおそれがありますので絶対に
おやめください。

●感電や破損のおそれがありますので、濡れた手や濡れた環境では絶対に作業しないでくだ
さい。

●水没した、あるいは水没しているおそれのあるバッテリーを絶対に充電しないでください。

●チャージャーはマルチボルト (100 ～ 240V) 対応ですが、自家発電のリゾートやクルーズ船
などは電圧が非常に不安定なため、異常な高電圧によりチャージャーを破損させてしまう
おそれがあります。国外での使用は安全回路内蔵の変圧器を併用されることをおすすめし
ます。

● 30℃以上の高温になる所や直射日光の当たる所に放置しないでください。
●充電中、振動や衝撃、落下などで充電コネクターからプラグがはずれたりしないよう安定

した場所で充電してください。また、充電中にプラグが外れてしまった場合、バッテリー
が熱を持った状態で再充電せず、常温に戻るのを待って再度充電してください。温度セン
サーが働いて、フル充電できないことがあります。

注意

警告

危険

バッテリーが満充電の場合、チャージャーに接続してもランプ点灯は緑色のままです。NOTE
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光ファイバーケーブル

スマートスヌート

WF スヌートレンズ WFA61

WF マルチカラーフィルター WFA62

挿入しにくい場合は、コネクター先端の O リングに適量なグリスを塗布してください。注意
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本製品には電源 OFF 時の光量設定ならびに点灯モードを記憶する機能はありません。電源
ON 時はワイド光 100% からのスタートとなります。

光量調節が 0% の状態になっていても電源は入ったままです。電源を完全に OFF にするには
電源 / 調光ボタンを約 3 秒間以上長押ししてください。
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EF モードについて
● EF モードは、光ファイバーで接続されたカメラの内蔵フラッシュ光や LED 光に連動し、
設定した光量の白色瞬間光を照射します。
●使用するカメラは、必ず内蔵フラッシュが発光する設定にしてくだ さい。
● EF モードは連写撮影にも対応しています。ただし連写速度はカメラの内蔵フラッシュの
発光間隔に依存します。
● EF モードの瞬間光は、カメラ側の制御による自動適正露出には対応していません。
●適正露出で撮影するためは、照射光量、ISO 感度、絞り値、シャッタースピードを組み合
わせて調節・調整してください。
●水中でスムーズに撮影できるよう、あらかじめテスト撮影などで設定を確認しておくこと
をおすすめします。
●適正露出での撮影については、弊社 WEB サイトをご参照ください。

NOTE
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浸水テスト

● O リングを外す際は、絶対に金属製の鋭利なもの ( はさみやナイフ ) を使わず、付属の「O
リングリムーバー」をご使用ください。

● O リングの摩擦や劣化を防ぐため、O リングの表面に付属の O リンググリスを薄く塗布 ( グ
リスアップ ) します。その際、砂や小さなゴミ、髪の毛などが付着していないか必ず確認
してください。また、O リンググリスが多すぎると、かえってゴミやホコリが付きやすく
なりますのでご注意ください。

● O リング面に小さな傷やひび割れなどがある場合は、絶対に使用せず、すぐにスペアの O
リングに交換してください。  

● O リング溝、O リング接触面にも、砂や小さなゴミ、髪の毛などが付着していないか必ず
確認してください。また、傷やひびなどがないかもしっかり確認してください。

● O リング溝に O リングを装着する際、O リングがねじれたり、はみだしたりしないように
ご注意ください。

● O リングや O リング溝のチェック、グリスアップなどは、ボディの開閉ごとに実施してく
ださい。

注意
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使用後の手入れと保管方法

海水でご使用後、そのまま放置すると細かいすき間などに塩分が残り、乾燥するとその塩分
が結晶となり水に溶けなくなってしまいます。結晶化した塩分は時に O リングを押し上げ、
浸水の原因になりますので、必ず真水に浸けて塩分を洗い流してください。

注意

もしも浸水した場合


